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中津保育所三者協議会（第１回）会議録 

 

 

１ 日 時 

  平成 26 年 10 月 25 日（土） 午前９時 00 分から 

 

２ 場 所 

  中津保育所 

 

３ 出席者 

・中津保育所保護者 24 人 

・社会福祉法人 天王福祉会 

理事 他５名 

・保育幼稚園課 

中井課長・小西参事・北川副主幹、佐竹所長 

 

４ 案件 

 (1) 移管先法人への引き継ぎに係る情報提供（同意書の提出）について 

 (2) 三者協議会について 

 (3) 中津保育所の名称について 

 (4) 社会福祉法人天王福祉会の保育理念等について 

     法人のコンプライアンス遵守の取り組みについて 

 (5) その他 

 

５ 発言要旨 

 

（ 市 ） 改めまして、皆さん、おはようございます。 

      本日は、お忙しい中、三者協議会にご参加いただきまして、あり

がとうございます。 

      それでは、早速ではございますけれども、これより第１回中津保

育所の三者協議を開催させていただきたいと思います。 

      三者協議の開催に先立ちまして、改めて、自己紹介をさせていた

だきたいと思います。 

      市と法人、それと保護者の方は、代表の方の自己紹介をお願いし
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ます。 

      それでは、まず、市から、自己紹介をさせていただきます。 

（ 市 ） 保育幼稚園課長の中井といいます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

（ 市 ） 保育幼稚園課で民営化を担当しています小西です。 

よろしくお願いします。 

（ 市 ） おはようございます。 

保育幼稚園課副主幹で、現在、下穂積キッズの引き継ぎをさせてい

ただいています北川と申します。 

よろしくお願いいたします。 

（法 人） 改めまして、皆さん、おはようございます。 

      天王福祉会で保育担当理事の鹿島といいます。 

今回、第１回目ということで、お忙しい中、そして、朝早くから、

お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

      今日は、色んな案件がございますので、皆さんの忌憚ないご意見

を聞きながら、誠実に、真摯にお答えしたいなと思っておりますの

で、どうぞ、よろしくお願いいたします。 

（法 人） おはようございます。 

現在、天王保育園で指導主任をしております〇〇〇です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

（法 人） おはようございます。 

天王保育園の総務主任の〇〇〇です。 

よろしくお願いします。 

（ 市 ） それでは、保護者の方を代表いたしまして、選考委員会の委員も

務めていただきました、現在、民営化対策委員でおられます中津の

保護者の代表にお願いしたいと思います。 

（保護者） 選考委員をさせていただきました〇〇〇と申します。 

よろしくお願いします。 

（ 市 ） ありがとうございました。 

（保護者） 今年度の保護者会の役員会会長をしております〇〇〇です。 

よろしくお願いします。 

（ 市 ） ありがとうございました。 

      次に、三者協議を進めるに当たりまして、司会進行、いわゆる議

長役が必要でございます。 

      これまでは、当時の保育幼稚園課長が議長を務めさせていただい

ておりましたけれども、今回もそのような形で三者協議会の議長を
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務めさせていただくということで、ご異議ございませんでしょうか。 

（保護者） 異議なし。 

（ 市 ） ありがとうございます。 

      それでは、これより議事進行につきましては、中井保育幼稚園課

長にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

（ 市 ） ご承認いただきましてありがとうございます。 

それでは、私が進行を務めさせていただきます。 

ちょっと着席をさせていただきます。 

      それでは、皆さまにお配りしております「会議次第」に沿いまし

て、進めさせていただきたいと思います。 

      まず、案件「(1)移管先法人への引き継ぎに係る情報提供（同意書

の提出）について」でございます。 

      この案件につきましては、市からの提案でございますので、担当

からご説明申し上げます。 

（ 市 ） それでは、座らせていただいて説明をさせていただきます。 

      今回の資料ですが、会議次第と同意書についてのお願いという文

章と、それと三者協議会の設置及び運営に関する基準、それと合同

保育の実施についてということで、会議次第を含めまして、４枚の

資料をお配りさせていただいております。 

      それの２枚目「市立保育所の民営化に伴う移管先法人への引き継

ぎに係る情報提供についての（お願い）」をご覧ください。 

      保育所では、入所している子どもたちに関しまして、保育の実施

に必要な、色々な情報を有しております。 

      具体的には、お手元に配付しております「情報提供についてのお

願い文」の引き継ぎ書類に記載しておりますとおり、保育に関する

こと、また、保健に関すること、健康に関することなどの書類がご

ざいます。 

      個人の情報に関しましては、茨木市の個人情報保護条例に規定し

ておりまして、本人の同意があるときは、外部提供できるというこ

とになっております。 

      したがいまして、今回、保護者の皆さまから同意書をいただきま

して、円滑に保育の引き継ぎを行うために、社会福祉法人天王福祉

会に情報提供することをお願いするものでございます。 

      また、引き継ぎ書類につきましては、中津保育所が児童を保育す

るに当たって必要と思われる情報を、保護者の皆さまから、もう既
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にいただいております。 

      保護者の皆さまからいただいた児童の情報につきましては、「この

ようなものでございます」というのをお見せすることが可能でござ

いますけれども、保育所内において、その保育の実施に必要な書類

を作成したものについては、保護者の方が見せていただきたいとい

うことになりますと、原則、条例に基づいた情報開示の手続が必要

になります。 

      例えば、何も記載をしていない様式をお見せさせていただいて、

どういう内容を記載しているかというのを口頭でご説明することは

できますけれども、原本のコピーでありますとか、現物その物を見

たいということになりましたら、恐れ入りますけれども、申請書を

人権男女共生課に提出をしていただくことになりますので、よろし

くお願いします。 

      これについては、また、もし、そういう方が必要ですということ

になれば、所長を通じて、できれば様式をお渡しさせていただいて、

提出をさせていただきたいなというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いします。 

      なお、個人情報につきましては、慎重に取り扱うことといたしま

すので、よろしくご協力のほど、お願いしたいと思います。 

      同意書の説明につきましては、以上でございます。 

（ 市 ） ただ今、ご説明を申し上げました。 

この件につきまして、何かご意見、ご質問等ございましたら承りた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

      一旦、よろしいでしょうか。 

（保護者） 特になし。 

（ 市 ） また、後段でも、ご質問を承りたいと思いますので、先に進めさ

せていただきます。 

      この同意書につきましては、円滑な保育所運営の引き継ぎを行う

ために、移管先法人であります社会福祉法人天王福祉会に、現在の

保育内容、それから入所児童に関する情報についても引き継ぎをさ

せていただきまして、継続した保育の実施に資するということで考

えておりますので、ご理解とご協力をお願いしたいというふうに思

っております。 

      次に、案件「(2) 三者協議会について」に移らせていただきます。 

      この内容につきましては、中津保育所における三者協議会設置及

び運営に関する基準について、担当からご説明をさせていただきま
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す。 

（ 市 ） それでは、以前、法人さんとの顔合わせのときに、この基準の案

をお示しさせていただいておりました。 

少し保護者の方に入れていただける部分がありますということで

お伝えをさせていただいていまして、今回、もう具体的に、前のご提

示した内容と変わらないのですけれども、中津保育所と入れさせてい

ただいて、案をご提示させていただいております。 

これを決定していただいて、今後、この運営基準に基づきまして、

三者協議を運営させていただきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

      中身について、今回、初めての方もいらっしゃるかも知れません

ので、もう一度、改めて、ご説明をさせていただきたいと思います。 

      それでは、三者協議会の設置及び運営に関する基準をご覧くださ

い。 

      この基準につきましては、民営化基本方針及び実施要領、また、

これまでの説明会などにおいて、ご説明をさせていただいた内容を

基準としてまとめたものでございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

      まず１ページ「１ 三者協議会の設置」でございますけれども、

原則、協定期間５年間というふうにしております。 

四角の枠には、民営化基本方針で定めている内容を、参考までに記

載しております。 

      次に、「２ 三者協議会の目的」でございますけれども、三者協議

会は、移管条件の履行状況や保育内容の継続性を確認することとし

ています。 

      また、法人の管理運営事項を除き、保育内容を変更、充実する場

合は、三者協議会で協議するとともに、それぞれ適切な役割分担の

もと、問題点の改善に努めることとしております。 

      次に、２ページでございます。「３ 協議会の開催」についてでご

ざいます。 

      中津保育所における三者協議会につきましては、原則、毎月第４

土曜の午前９時から午前 10 時 30 分とし、この間、三者協議会に参

加する保護者のお子さんを保育室で保育することを定めています。 

      次に、「４ 保育内容の継続性」につきましては、合同保育を通じ

て適切な引き継ぎを行うとともに、引き継ぎ保育を通じて、より確

実な引き継ぎを行うとことと定めています。 
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      また、保育の継続性についての考え方といたしまして、これまで

からご説明しているとおりでございますが、保育内容を変更しない

ということではないということを明記させていただいております。 

      次に、「５ 保育内容の充実」につきましては、地域で求められる

保育ニーズを十分に把握して、柔軟に対応するということにしてお

ります。 

      ただし、これまでの保護者の皆さまのご意見等を踏まえ、基本的

には、協定期間中の新たな費用負担がないよう配慮するとともに、

少数派の児童が、現状の保育を維持できない可能性がある場合は、

保育内容を変更しないということにしております。 

      しかしながら、子どもたちにとって、よい保育については、費用

が発生するもの、発生しないものも考えられますことから、保護者

の皆さまと、十分に協議をさせていただいて、課題等についての改

善策等が講じられるようであれば、保護者の皆さまのご理解をいた

だいた上で、実施をしてもよいのではないかというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

      なお、延長保育など保護者の皆さまの選択によって提供される保

育サービスに係る費用負担、例えば、仮に、保護者の皆さまの就労

状況によって延長保育を８時までとし、それを利用した場合など、

その費用負担につきましては、求めることができるというふうにし

ております。 

      次に、裏面、３ページでございます。 

      「６ 三者の役割」につきましては、総則といたしまして、三者

が連携・協力して、問題点の改善策を検討するとともに、段階的な

保育内容の充実に向けて協議する場にすることとしております。 

      三者のそれぞれの役割につきましては、(2)といたしまして、保護

者の皆さまの役割を明記しております。 

これは、三者協議会における協議事項について、保護者の皆さまの

ご意見、ご提案などをまとめていただくよう努めていただくとともに、

連携・協力して問題点の改善を図るとこととしております。 

      (3)には、移管先法人天王福祉会の役割を明記させていただいてお

ります。 

これは、関係法令や移管条件を守っていただくことはもちろんのこ

と、保護者の皆さまのニーズの把握に努めていただいて、保育内容の

充実を図っていただくこと、また、連携・協力して問題点の改善を図

ること、さらに保育環境の変化については、できるだけ早期に三者協
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議会において協議し、説明責任を果たすこととしております。 

      (4)には、市の役割を明記しております。 

これは、三者協議会の円滑な運営に最大限努力するとともに、三者

との連携・調整、会議の進行、会議録の作成のほか、連携・協力して

問題点の改善を図ること、さらには、保護者からの質疑等について、

誠実かつ的確に回答し、しっかり説明責任を果たすこととしておりま

す。 

      次に、「７ 協議事項」につきましては、民営化基本方針の実施要

領にも定めておりますけれども、三者協議会における協議事項の範

囲を定めております。 

これは、法人の管理運営に関する事項、いわゆる法人の人事であり

ますとか、給食の物資搬入業者の選定、さらには、保育室のカーテン

や調味料の変更など、保育環境に著しく影響を及ぼすものではない事

項につきましては、協議すべきではないこととしております。 

ただし、協議事項とはいたしませんが、説明責任がなくなる訳では

ございませんので、十分に説明することとしております。 

      また、協議事項ではございませんけれども、変更した内容が子ど

もたちの保育環境に影響が出た場合は、協議の対象としまして、三

者が連携協力して改善策を検討することとしております。 

      最後に、「(8) その他の留意事項」といたしまして、民営化後に入

園されることになった児童についての新たな費用負担などの考え方

を整理しております。 

      協定期間後の変化を考慮して、できる限り、今後、発生するであ

ろう費用負担について例示し、十分に説明することとしているとと

もに、保育内容について保護者負担に配慮をしつつ、徐々に変更し

ていく努力も必要であるということを明記しております。 

      さらに、平成 27 年４月からは、子ども・子育て支援新制度が実施

されることになりまして、法令等の枠組みの中で、認定こども園へ

の移行なども考えらますことから、三者協議会において十分に協議

の上、三者の合意を得るものとしております。 

      最後に、三者協議会において協議した案件につきましては、三者

の合意が得られた場合は、原則、決定事項として取り扱うことにな

る旨を定めております。 

      以上が、三者協議会の設置及び運営基準の内容でございます。 

      説明は以上です。 

（ 市 ） ただ今、中津保育所における三者協議会の設置及び運営に関する
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基準について説明がありました。 

      繰り返しになりますけれども、この基準につきましては、民営化

基本指針及び実施要領、また、これまでの保護者の説明会などにお

いて、ご説明させていただいた内容を取りまとめたものということ

になっております。 

      何か、この件に関しまして、ご意見・ご質問等はございますでし

ょうか。 

（保護者） 特になし。 

（ 市 ） それでは、原則、ご承認いただいたということで、この基準に基

づいて、三者協議会を運営させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

      それでは、次の案件でございます。 

案件「(3) 中津保育所の名称について」でございます。 

      保育所の名称につきましては、平成 27 年４月１日から社会福祉法

人天王福祉会の保育園としての運営がスタートするということにな

ります。 

      運営の開始に先立ちまして、「市立中津保育所」から名称を変更す

る必要がございますので、そのご提案をさせていただきたいという

ふうに考えております。 

      保育所の名称につきましては、一旦、法人からご提案いただきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

（法 人） はい、よろしくお願いします。 

      現時点において「中津保育所」という名称ですけれども、来年４

月から天王福祉会が移管先法人として決定しまして、管理運営して

いくということもありますので、「てんのう中津保育園」という名称

でいきたいなというふうに考えております。 

「てんのう」というのは、平仮名で「てんのう」と頭につけまして、

そして「中津保育園」という形にすることによって、ちょっと柔らか

さも出るかなというふうにちょっと思っているのですけども、そうい

った名称で考えておりますので、皆さん、どうぞ、ご理解いただきた

いなというふうに思います。 

      以上です。 

（ 市 ） ただ今、法人から「てんのう中津保育園」にしたいという旨のご

提案がございましたけれども、この件につきまして、何か、ご質問

等ございましたら承りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（保護者） これは、ここで決まったら、もう変更はできないということなの
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でしょうか。 

というのも、保護者が全員いる訳じゃないので、「決まりました」

と承諾して、「え、こんなん嫌や」とかってなった場合、どうなるの

かなというふうに思ったのですが。 

（ 市 ） 一応、三者協議会で名称を決定していただいて、実は、ここで、

もし、決定をいただきましたら、全ての保護者の方に通知文は出さ

せていただこうと、全戸配布で、三者協議会の運営基準と併せて、

出させていただこうとは思っているのですけれども。 

（保護者） ここにいるメンバーだけで決めていいものなのかなというのを、

ちょっと思ったものですから。 

（保護者） 同じ意見を出そうかなと思っていたのですけど、ちょっと、人数

が少なくて、多分、聞いても、何も意見は、出ないかも知れないと、

多分、ほとんど出ないと思うのですけど、念のためぐらいな感じで

意見を聞いていただければと。 

（ 市 ） 分かりました。 

一応、道祖本保育所では、第１回の三者協議会が終わりまして、そ

の準備を、中津の三者協議会が終わってから、併せて、一緒に、三者

協議会の運営基準の部分と、保育所の名称の周知をさせていただこう

と思っていたのですけれど、そうしましたら、ちょっと、ご意見をい

ただくような時間を設けさせていただいた方がよろしいですかね。 

（保護者） いつまでに、何かあれば意見を下さいと、それまでに意見がなけ

れば、もう、これで決定させていただきますみたいな感じのやつに

していただければ。 

（ 市 ） 分かりました。１週間程度ぐらいでも大丈夫でしょうか。 

（保護者） いいと思います。はい。 

（保護者） 連絡先は。 

（ 市 ） どうしましょうか。もし、よければ保護者の方で集約をしていた

だけるか、もしくは、それだったら所長に意見を提出していただい

て、ご連絡いただいてもいいですか。 

それか、僕まで、直接、連絡いただいても結構ですので。 

（保護者） それでは、とりあえず、何かあれば、所長の方に、お話しくださ

いみたいな一文だけ足していただければ。 

（ 市 ） 分かりました。 

（保護者） お願いします。 

（ 市 ） それでは、一旦、この名称につきましては、ご提案のみとさせて

いただきまして、一定の期間、保護者の皆さまから、ご意見を承る
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期間を設けたいというふうに思います。 

そういう形で、周知させていただきたいと思います。 

（ 市 ） 先ほどの同意書なのですけれども、併せて、来週の月曜日頃には

配布をさせていただきたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

（保護者） それについても、ちょっと気になったのが、要は、個人情報を次

の天王保育園さんのほうに渡してもいいよという形の同意書になる

と思うのですけど、それは、全員の同意が揃ってから、その資料を

お渡しされるようになるということですか。 

（ 市 ） そうです。 

実は、１月から合同保育が始まりますので、この 12 月、年度末ぐ

らいまでに、全ての同意書をいただいて、提出の方は、11 月の中旬

ぐらいを予定しているのですけれども、いつ頃までに同意書の提出を

お願いしますということで、ご案内させていただきます。 

（保護者） もし、出されない方とか、忘れておられる方とかもいらっしゃる

と思うので、その辺は、しっかり期限を設けるっていうか、催促な

どもしていただかないと、多分、他の保護者の方は、安心して預け

たいし、早く同意書を書いているのに、一部の方の遅れが引き金と

なって、全てが遅れるのはいけないと思うので、そこの段取りだけ

は、お願いしたいなというふうに思っています。 

（ 市 ） 最大でも、12 月末までには、必ず、所長も催促というか、お願い

をさせていただくことになると思いますので、よろしくお願いしま

す。 

（保護者） はい。 

（ 市 ） それでは、次の案件に進めさせていただきたいというふうに思い

ます。 

      案件「(4) 社会福祉法人天王福祉会の保育理念等について」、それ

から「法人のコンプライアンス遵守の取り組みについて」というこ

とでございます。 

      これにつきましては、法人からご説明をいただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

（法 人） はい、よろしくお願いします。 

      まず、保育のスライドを用意しておりますので、ちょっとご説明

させていただきます。 

      天王福祉会の保育の理念ですが、この会議次第にありますように、

保育理念に関しましては、前回の顔合わせのときにも、ちょっとお
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話しさせていただきましたけれども、子どもの保育の姿勢と重なる

部分があるのですが、「子どもの利益を第一に考える」、「子どもの利

益を第一に考える」とは、何だといいますと、やはり、体力のある

健康な体づくりと、そして、心豊かな優しい子どもを育成するとい

うことに尽きると思います。 

      それに関しましては、どういう取り組みで、そのような子どもた

ちを育成していくのかというのは、この後のスライドで具体的に説

明させていただきます。 

      あまり、理念といいますか、きれいごとを並べただけだと分から

ないと思いますので、ちょっと写真等を用意しておりますので、そ

れを見ていただきたいと思っております。 

      その前に、天王福祉会という社会福祉法人としてのコンプライア

ンス遵守に向けての取り組みを、ちょっと、お話しさせていただき

ます。 

      それでは、改めまして、今回、この中津保育所の移管先法人とい

うことが決まりまして、今日、ご出席の保護者の皆さま方の中には、

少数か大多数か分かりませんけれども、非常に、不安に思われた保

護者の方がいらっしゃると思います。 

改めまして、この場をお借りしまして、お詫び申し上げたいと思い

ます。 

      法人としては、やはり生まれ変わるという意味で、新たな出発だ

ということで、やはり法令遵守を、しっかりコンプライアンスを守

るということで、そういう取り組みを徹底してやっていこうという

ことになりました。 

それについてちょっとお話をさせていただきます。 

      福祉会というのは、法人としても、非常に公益性が多大でありま

して、そして、これまでの反省を踏まえて、法令遵守をより徹底す

るシステムの構築を図りました。 

ここでの法令遵守というのは、私どもの定義としましては、法律だ

けに従っていたらいいという訳ではなくて、社会通念も、しっかりア

ンテナを張って確認しながら、それを守るというようなことを徹底し

ていきたいなというふうに考えております。 

      そのために、じゃあ、どうするのかといいますと、法人として問

題があるという以外に、やっぱり職員に対しても、職員に問題があ

るというのも、これは法人の責任ということになってしまいますの

で、まず、最初に手がけられるというのは、職員への十分な啓蒙で
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す。 

新人職員の研修の充実だとか、あるいは、人権研修会の開催を頻繁

に行うというような、まず、簡単にできることから取り組みました。 

      そして、今回、一番、ここで説明したいところは、内部通報制度

の導入ということです。 

この平成 24 年度、約２年前の 10 月から、この内部通報制度という

のを導入いたしました。 

これは、法人内部の適法な職務の執行確保に関する規程を制定いた

しまして、そして、天王福祉会内部通報運用規程を制定いたしました。 

これによって、内部通報制度というのは、しっかりと実のあるとい

うか、しっかり運用できる、そういうようなシステムを作りました。 

      こういう内部通報制度というのは、大きな大企業では、当たり前

のようにありますけども、全ての社会福祉法人を含めまして、色ん

な法人企業で採用されているものではありません。 

法人側としましては、なかなか緊張するような制度でございますけ

れども、是非、これは法人が生まれ変わるためにも必要だろうという

ふうに考えまして導入いたしております。 

      まず、先ほどありました、法人内部の適法な職務の執行確保に関

する規程ということですが、この目的というのは、その規程の第１

条に定めているのですけれども、何度も言いましたように過去の反

省も踏まえて、本法人の組織的、または、個人による不正及び反倫

理的行為の防止を図るため、必要な事項を定め、もって本法人の倫

理法令遵守を推進することを目的としております。 

      この中身を今からお見せしますけれども、義務規程というのを、

きっちりと設けておりまして、そのあたりをちょっと確認してもら

いたいと思います。 

      本来、法人というのは、会社でいう取締役会に当たる、この理事

会というところに権限がありまして、色んな意思決定をするという

ようなことなのですけども、この理事会から分かれて附属機関とし

て、コンプライアンス委員会というのを設置しました。 

      コンプライアンス委員会とは、何事も法人の中を調査するに関し

て、理事会等を通さなきゃならないのを、通さなくて調査権限を持

たすような委員会を設置しまして、何か異常があると、おかしいな

ということがあれば、学識経験者に委託というか委嘱しまして、調

査委員会もさらに設置してというようなコンプライアンス委員会を

設置しまして、理事会に直接、意見あるいは勧告できるような、そ
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ういう意味では、理事会と同レベルの権限を持った委員会を設置し

ました。 

      この規程の中で、役員、職員の義務規程、責務も書いているので

すけども、特に、役員に関しましては、内部通報に、適切に対処す

ること、また、内部通報に関する制度について、職員等に周知徹底

すること、さらに、法令遵守に関する啓発及び研修の実施、相談支

援の体制及び環境の整備も定めております。 

      そして、拡大コンプライアンス会議というのも開催しております。

これも先ほどもありました平成 24年 10月から開催しておりまして、

適宜、必要があれば開催を要求してできるのですけども、何もなけ

れば、一応、半年に１回、必ず、天王福祉会というのは、色んな保

育事業以外にもありますので、そういう事業所の長が集まって、実

際、本人も含めまして、役員も出席しまして、そして長も含めまし

て会議をして、未然にそういう個人の不正であるとか、組織的にお

かしいのではないかというところを報告、法令遵守の状況について

報告する、そういう義務を設けて、実際、開催しているところでご

ざいます。 

      この内部通報というのを、これも一つ理念みたいなものですけど、

義務というか方法ですけれども、どういうふうに内部通報するのだ

というようなのを定めたのが、この天王福祉会内部通報運用規程で

す。 

      少し、読ませてもらいますと、組織的、または、個人的による不

正及び反倫理的行為について、その事実を社会福祉法人として速や

かに認識し、違法行為等による社会福祉法人の危機を極少化すると

ともに、本社会福祉法人の倫理法令遵守を推進するために設置され

た内部通報制度の運用について取り決めることを目的として、こう

いう規程を定めました。 

      具体的には、どのような形でやるかということですが、職員等、

役員でもいいのですけども、まず、コンプライアンス委員会に信書

あるいは、メールで報告いたします。 

いわゆる通報するということです。 

ちょっとネガティブなイメージになってしまうかも分かりません

けれども、内部告発といいますか、そういったものです。 

      この場合に、必ず、通報者の保護ということで、通報することに

よって、自分に不利益が及ぶんじゃないかというようなことを心配

すると、なかなか通報ということを、そういう細かいことまでは、
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なかなか拾えませんので、そういったことで個人情報を、まず、非

開示するということ、そして、不利益の取り扱いの禁止というよう

なことも定めております。 

これに違反した場合には、それ相応の程度によって、懲戒処分が科

されるというふうになっております。 

      それで、コンプライアンス委員会の報告が来ます。 

これに関しては、受け取る側が、法人側の人間だと、全く意味があ

りませんので、顧問契約のない弁護士、一応、法令遵守ということで

ありますので、法の番人と言われる、役割も果たしている弁護士の先

生に、コンプライアンス委員会の委員になっていただいております。 

その後、そのコンプライアンス委員会の権限で調査が開始されます。 

      そして、そのときには、役員の調査協力義務、これも違反する場

合、あるいは、非協力的な場合というのは、懲戒処分の対象になる

ということです。 

職員等、通報した以外の職員の調査協力義務、あるいは、積極的に

審査を受ける義務というのを定めておりまして、その結果次第で、コ

ンプライアンス委員会、あるいは、調査委員会自体が違法行為等、理

事会に報告しながら、直接、停止を勧告するという権限を持って、懲

戒処分を行えるというようなシステムづくりをしました。 

      平成 24 年度、10 月からの運用です。まだ２年です。 

この２年間に、何か、問題があったということになってしまうと、

「反省してないのか」と言われるとは思いますけども、一応、今のと

ころ、こういったシステムを構築して、運用していますが、問題なく

行っているというのが現状です。 

      一応、取り組みといいますか、過去の反省も踏まえて、こういっ

たシステムを構築して、今、運用しているというのが現状です。 

      法人としての、コンプライアンス遵守に向けての取り組みについ

ては、以上です。 

      次に、保育の理念は、先ほどお話させてもらいましたけれども、

前回の顔合わせのときもそうなのですけども、具体的に、保育園で

「子供の利益」だとか、「子供の健康」だと言って、その言葉だけで

は、なかなかしっくりこないと思われますので、スライドを用意し

ましたので、その辺を見ていただきたいと思います。 

説明を加えますのでよろしくお願いします。 

（法 人） それでは、天王保育園の取り組みについて、このスライドをご覧

いただきながら、ご説明させていただきたいと思います。 
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      こちらは、年長児がお泊まり保育で、天王グループの一つであり

ます高齢者施設に、お泊まり保育で行かせていただいております。 

      今、写真にあるのは、プールのところに鮎を放しまして、鮎つか

み、素手でつかんでおります。 

その後、子どもたちが、自分でつかみ取った鮎をすぐに焼いて、そ

のまま食べてということで経験してもらっています。 

      これは、夜になりましてキャンプファイヤーをしております。 

      これは、２日目に子どもたちが、スイカ割りを楽しんでいる様子

です。 

      こちらは、納涼大会、夕涼み会になるのですけれども、今、写真

に写っているのが、３・４・５歳児になります。 

手づくりのおみこしを担いで、地域を回って、「納涼大会がありま

す。どうぞお越しください」ということで、子どもたちが、近所を練

り歩いた後、当日、はっぴに着がえて、子どもたちが、みこしを担い

で、園庭に入場して、歌であったり、踊りであったりというのを、ま

ず、保護者の皆さま方に見ていただいている様子がこれです。 

      こちら太鼓をつけている年長児、５歳児ですけれども、音楽指導

を４歳児から専任の先生に来ていただいてしていただいております

が、太鼓演奏ができるのは、５歳児年長だけとなっていまして、年

長児だからこそできるということで、納涼のときに、初めて太鼓が

披露できるということで、子どもたちが披露しています。 

      これは、その後、浴衣に着がえて、みんなで園庭で盆踊りをする

ということです。 

      会場の様子が、こんな様子で、このちょうちんも年長児のお名前

を入れて、これは保護者会と、それから年長児個人の負担も折半で

ということではさせてもらっているのですけれども、代々、ずっと

残してもらって、園のほうで飾って、卒園児も納涼に訪ねてきてく

れたときには、「自分の名前があった、あった」ということで、見て

探してくれています。 

      こちらは、運動会です。年長児の組体操の写真です。 

      こちらも組体操です。なかなか保育園の中で、この子どもの３段

タワーに取り組んでいるところも少ないのですけれども、こちらの

体育指導も、３歳児から体育指導は専任でここにいるＫ先生が指導

しているのですけれども、うちの特色でもあります、体づくりとい

うことで取り組んだ年長の集大成が、この組体操にもあらわれてい

るかなというふうには考えております。 
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      先ほどの納涼でも太鼓の披露がありましたが、これは、年長児が

パレードといいまして、隊形移動とか、マスゲームとかも行ってお

ります。 

運動会の中でも、一番の花形種目ということでは、保護者の方から

も喜んではいただいております。 

      これは、４歳児、５歳児がともに、パラバルーンをやっておりま

す。 

      これは、３・４・５歳児の玉入れの風景です。 

      こちらは、作品の広場ということで、ちょっと、写真が三、四年

前のものなのですけれども、毎年、テーマを決めて、この年は、虹

色ということで、色をテーマにしていましたので、各クラスによっ

てやりたい色ということで、子どもたちと相談して取り組んで、今、

写っているところが、天王保育園でのホールという部分で、こちら

の遊戯室にあたる部分ですけれども、そちらで一斉に飾りつけをし

まして、見ていただいております。 

これは、０歳児からずっと、作品の広場に関しては、製作していま

す。 

      こちらは、生活発表会ということで、今、写っているのは、幼稚

園の遊戯室です。 

体育館ぐらい広いところなのですけれども、遊戯室をお借りして、

３・４・５歳児は、そちらで演技発表をしております。 

幼稚園は、天王保育園の隣にありますので、そういった形で、大き

な行事のときに使わせていただいております。 

      これは、劇の発表をしています。 

結構、年長児とかは、長いせりふも自分たちで、なかなか最初はこ

ういう大きな舞台に立って言えなくても、やっぱり年長児という自覚

と、それから大勢の人の前で言うんだということの責任感も併せ持っ

て、長ぜりふも頑張って言えるようになっています。 

      衣装等も着ていますけれども、保護者の方に手づくりしていただ

くという衣装は、ほとんどなくて、子どもたちが、自分で作ったり、

担任が工夫して作ったりということで、できるだけ、ご負担はない

形でさせてもらっています。 

      これは、合奏になります。 

今、音楽指導専任コーチに、先ほども言いましたが、４歳、５歳児

は、指導を受けておりますので、打楽器も交えて鍵盤楽器と、それか

ら打楽器も交えての合奏風景です。 
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      これは、年長児対象なのですけれども、お別れ遠足ということで、

六甲山スキー場に毎年、行っております。 

子どもたちが、本当に、１年間というか、０歳児クラスから、ずっ

と共に過ごしてきたお友達との思い出づくりということで行ってい

ます。 

      これは、餅つき大会です。 

お餅を食べるということは、すごく保育園の中でも、子どもの誤嚥

とかにつながりますので、すごく議論をしたのですけれども、やっぱ

り、こういった伝承行事は、無くしたくないということで、全員参加

するのですけれども、年長児の保護者の方にも来ていただいて、一緒

にお餅もついていただいて、会食していただいています。 

年長児のみ、お餅は食べています。 

他の子どもたちは、お餅に替わるものを、お餅つきは、実際に周り

で見て、蒸すお米の状態から見てという経験はしているのですけれど

も、食べてはいないです。 

      これは、サッカー大会でして、私立保育園連盟で開催されている

ものなのですけれども、男の子も、女の子も、本当に、１つのボー

ルを蹴ってというか、他園の子どもたちとの試合になるのです。 

公立の保育所では、ドッジボール大会とかがあるというのをお伺い

したのですけれども、それと同じような形でサッカー大会というのを

していまして、もう本当に、勝っても負けても、どっちも涙、涙なの

ですけれども、これは、保護者の方にも、一緒に参加していただいて、

応援をたくさんいただいて、一緒に熱くなれる１つの行事でもありま

す。 

      以上です。少し、天王保育園での行事をご紹介させていただきま

した。ありがとうございます。 

（ 市 ） ご説明ありがとうございました。 

      ただ今、天王福祉会から保育理念、それからコンプライアンス遵

守について、ご説明がございました。 

この件につきまして、ご意見・ご質問等ございましたら承りたいと

思います。いかがでしょうか。 

（保護者） 特になし。 

（ 市 ） それでは、一旦、先に進めさせていただきます。 

      次、案件「(5) その他」ということになります。 

その他では、市から合同保育の実施についてご説明をさせていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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（ 市 ） それでは、合同保育（平成２７年１月から３月の実施について）

という資料をご覧ください。 

      まず、「１ 実施基準」につきましては、これまでご説明させてい

ただきました民営化基本方針及びその実施要領において、市が定め

る実施基準、もしくは、それ以上の実施基準、どちらかを法人に選

択していただくこととしており、その内容を記載しております。 

      次に、「２ 移管先法人（天王福祉会）からの提案の内容」につき

ましては、法人から応募をいただいた際に、その応募資料の合同保

育の実施において、ご提案いただいた内容を記載しております。 

      裏面になります。「３ 合同保育の実施について」でございますけ

れども、天王福祉会からの提案内容を踏まえまして、27 年１月から

実施していただく合同保育の実施基準を記載しております。 

      その結果でございますけれども、合同保育の実施にあたりまして

は、原則、市が示す実施基準どおり合同保育を実施していただくこ

ととしております。 

      ただし、天王福祉会からご提案いただいた内容には、必要に応じ

て柔軟に対応するという記述がございましたので、できる限り合同

保育の充実に努めることとしております。 

      その充実の内容でございますが、できる限り、１月、２月の基準

を上回るように、保育士の派遣日数を少しでも増やしていただくと

ともに、その人数についても増員に努めることとしております。 

      また、市の実施基準には定めておりませんけれども、栄養士につ

いても、合同保育期間中に献立やアレルギー対応の実態について、

保育幼稚園課の栄養士等から引き継ぐ期間を設けて、適切な対応に

努めることとしております。 

      なお、３月は、既に、週６日、派遣をしていただくということに

しておりますので、実施基準については、それ以上の充実というこ

とはできませんので、よろしくお願いいたします。 

      ただし、合同保育の充実内容につきましては、既存施設の行事等

があれば、当該月について、市が示す実施基準を下回らない範囲で

派遣できない日、または、保育士数を設定できることとしておりま

すので、週によっては、基準どおりということもございますけれど

も、ご理解いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

      また、土曜日につきましては、3.5 時間と定めておりますことから、

午前、午後に分けての合同保育を実施ということも考えられますの

で、よろしくお願いします。 
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      次に、「(2) 派遣保育士」でございます。 

原則、移管先法人から派遣された保育士について、各歳児の担任と

して配置していただくようにお願いしております。 

      また、保育士の自己都合による退職なども考えられるため、派遣

していただく保育士については、何人かのローテーションを可能と

し、保育内容の継続性に配慮することとしています。 

      次に、「(3) 個人懇談の実施」につきましては、３月の合同保育期

間中に、保護者から個人懇談の実施の希望がありましたら、当該保

育所と調整の上、実施することとしております。 

      これにつきましては、また、２月中ぐらいには、保護者の皆さま

の希望を踏まえて、調整をさせていただきたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

      次に、「(4) その他」でございますけれども、合同保育の実施中に

考えられる事項といたしまして、保育士等の体調不良などにより、

急遽、派遣できないことがある旨、また、そのような場合について、

事前に把握できる場合については、できる限り、代わりの保育士等

を派遣していただくこととしております。 

      なお、どの保育士が合同保育に入っていただいてるか分かるよう

に、候補者の園長先生を含め、基本となる保育士、また、ローテン

ションにより、合同保育に入っていただく保育士の写真を玄関のと

ころに掲示をしたいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

      もし、法人から、もう少し、具体的な合同保育における充実内容

を補足していただくことができるのであれば、お願いしたいと思い

ますが、市からの説明としては、以上でございます。 

（法 人） 看護師に関してですが、１月から週３、４日は、ちょっと厳しい

と思うのですけど、週１回程度で基準にはないのですけど、看護師

も派遣させていただきたいなというふうには考えております。 

（ 市 ） ありがとうございます。 

（ 市 ） ただ今、合同保育の説明をさせていただきました。 

この件につきまして、何かご質問・ご意見等ございますでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

（保護者） 特になし。 

（ 市 ） それでは、これまでの案件でも結構ですし、全くこの案件から離

れても結構でございます。 

何か、市や法人に、ご質問等ございましたら、この機会に承りたい
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というふうに思いますが、いかがでしょうか。 

（保護者） 前回、説明会をしたときに、朝と夕方に入っているパートの先生

とかにもお声掛け等みたいな、そういった話があって、その後、何

か、一度、集まる機会を持ちますっていうお話をしておられたと思

うのですけれども、何ていうのかな、やりたいとやりたくない、そ

んなことを聞いている訳じゃなくて、そのお話をされたときに、先

生方のリアクションとしては、どんな感じだったのかなと思うので

すが。 

（法 人） 何人か、朝の先生と夕方の先生は、残りたいということで意思表

示を聞いていますので、11 月中には、多分、決定できるというふう

には考えております。 

今のところ５名の先生方から、一応、連絡いただいています。 

（ 市 ） 市からは、一応、10 月末ぐらいを目処に、法人にご連絡をしてく

ださいというような周知文を、休憩室に張らせていただいて、そう

いう周知をしたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

最終的に確定するまでは、もう少し時間が掛かるかなと思いますの

で、よろしくお願いします。 

（保護者） 分かりました。 

実際、何人かの方は残ってくださりそうだということなのですね。 

（法 人） そうですね、連絡を受けていますので、そのような意思表示は、

一応、受けています。 

（ 市 ） 例えば、保育士の採用についてなのですけども、面接のみでお願

いしますということで社会福祉法人にご了承いただいておりますの

で、そこは、最終面接をしていただいてからの採用という形になる

と思います。 

      ただ、法人の方で、最終決定はしていただきますので、全ての方

が採用されるかというと、もしかしたら、不採用ということがある

かも知れませんので、よろしくお願いします。 

（ 市 ） その他に、何か、ございますでしょうか。 

（保護者） 保育所が、４月から民営化になるということは、子どもたちに対

して、保育所から、何か、説明とかはされるのですか。 

（ 市 ） 下穂積と鮎川でもそうだったのですけど、新しい先生に引き継ぎ

ますというような、例えば、乳児だったら、哺乳瓶をこの先生に引

き継ぎますよというふうな形の引き継ぎ式みたいなのを、保育士の

先生同士で子どもたちの前でさせていただくことになります。 

（ 市 ） 先ほど、お話がありましたように、まず、年が明けて１月から合
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同保育が始まりますので、そのときに来られる法人の保育士たちを、

まず、子どもたちをホールに集めて、紹介させていただきました。 

「みんなとまた新しく一緒に遊んでくれる先生だからね」というこ

とで、合同保育が始まる時点では、余り深い話はしてないのです。 

      それで、「先生たちが来て一緒に遊んでくれるよ」ということで、

１月、２月、３月を過ごしてきまして、３月の最後、例年、中津で

も、年度が替わるときに、お別れ会みたいな形があると思うのです

けども、下穂積も最後、お別れ会をしたときに、法人の新しい先生

方に来ていただいて、「来年はこの先生たちと一緒に遊ぶんだよ」と

いうことを含めて、子どもたちに、来年４月からは、この先生たち

が、また、異動が決まったときに、異動する先生たちとお別れをす

るのに、「この先生はどこの保育所に行くんだよ」とかっていう、異

動する先生とのお別れがあるのですけれども、それと重ねたような

形で、新しい職員となられる先生方にお願いしますということで、

子どもたちの前で発表させてもらいました。 

      そのときには、もう既に、担任のクラス、どのクラスを持つのか、

それぞれの新しい先生方が決まっていましたので、「来年の０歳のク

ラスの先生は、この先生たちが来てくれるよ」、「１歳の先生は、こ

の人たちだよ」というような形で紹介をさせていただきました。 

（ 市 ） 市からは、３月ぐらいになるのですけど、人事異動があるのです

けど、こういう異動になりましたっていうのを張っていると思うの

です。 

それと併せて、法人の担任が、保育士は、この先生になりますとい

うような、そういうのも一緒に、併せてさせていただきたいというふ

うに考えております。よろしくお願いいたします。 

（保護者） あと、保育所の名前も変わるじゃないですか。 

それも子どもたちに対する説明というのは、保育所からするのです

か。 

（ 市 ） 下穂積の場合では、お別れ会のときに、理事長先生にも来ていた

だきまして、４月から「下穂積キッズ」ということで、新しい先生

と名前も変わって新しい保育園になるよということをご紹介いただ

きました。 

（ 市 ） その他は、いかがでしょうか。 

（ 市 ） 本当に、何でも結構です。 

多分、こういう場での発言は、すごい緊張されると思うのですけど、

本当に何でも結構ですので、せっかくの機会ですので、よければお願
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いしたいなと思うのですけど、どうですか。大丈夫でしょうか。 

（保護者） 遅れて来て申し訳ないのですけど、具体的な保育内容とか、それ

から１日の流れとかっていうことについて、公立と私立って、ちょ

っと違うと思うのですけど、そういうことについての話し合いとか

要望とかっていうのは、どのタイミングで、すみません、ちょっと、

前回も仕事で来られなかったので、そういう話は、いつさせてもら

ったらいいのですか。 

（ 市 ） 保護者の方からの要望ということですか。 

（保護者） そうですね、個人的にも。 

（ 市 ） 保育内容というのは、基本的に、公立が、今、実施している保育

内容がありますので、そこは継続をしていただくということでお願

いしています。 

来年の１月から３月まで、まず、合同保育ということで、法人の保

育士が来られて、今、公立で運営している、この状態の中で、それを

引き継いでいきます。 

      その後、４月からなのですけど、引き継ぎ保育士というのが残り

まして、法人の運営が、４月から始まるのですけれども、そこに保

育士が、こちらの方に来させていただいて、その内容を的確に引き

継いでいくというのがあります。 

      その中で引き継いでいくというのがありますので、いきなり４月

に変わったから、法人の保育がスタートするということではないで

す。 

      もし、何か、保育内容を変更する場合、例えば、保護者の皆さま

が「こういう保育をしていただきたい」というような、例えば、要

望があったりします。 

提案が保護者の皆さまの総意として、ある程度、意見がまとまった

ということでありましたら、それを法人は原則、継続していただくと

いうのと、常に言っていただいているのですけど、それを、また、三

者協議会にかけさせていただいて、三者協議会での協議の内容が決定

事項になりますので、そこで協議をさせていただいて、変更するとこ

ろは、変更していくというふうな形になります。 

（保護者） カラーは、やっぱり、どうしても違ってくると思うので、合同保

育は、多分、きっと急に変わるということは、色んな意味で、やっ

ぱり、リスクもあるので、子どもが、一番、不安がると思うので、

合同保育で慣らしていくという意味だと思うのですけど、それで、

段々、それに慣れてきたら、今度は、やっぱり、法人なりの強みの
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部分というのを、多分、出してこられるように、多分、少しずつ変

えていかれると思うのです。 

      そういうふうになったときに、もう大分、落ちついてから、そこ

で初めて入園しましたっていう子どもにとっては、それが普通だし、

親御さんにとっても、それが普通なので「あ、こういうもんか」と

思うのですけど、そこを、例えば、ビフォーアフターじゃないです

けど、前と後を知っている親からしてみたら、子どもからしてみた

ら、「あれ」っていうふうに思うところが、どうしても出てきたり

とかするのですよね。 

      私も、両方、体験しているので、私立と公立ですけど、朝の時間、

例えば、引き渡しの方法であるとか、タイミングであるとか、それ

から場所であるとか、それから誰に引き渡すのだとか、そういう事

細かいところから、もう違っていたので、朝、例えば、私立なので

制服がありますと。 

そうすると、家から５分の距離でも、制服を着て登園しないといけ

ないですとか、来たら、すぐ園内着に着がえさせてくださいと、スモ

ックだったりとか、体操着だったりとか、そこを着がえさせるという

ところまでやって、そこで引き渡しをして、それからやっと仕事に行

けるので、やっぱり、そこで、こちらも「あれ」っていうふうに思っ

た部分があって、そこで大分、私も時間的に読んでいかないといけな

いというのがあったので、だから、合同保育をされたら、そんなに急

には、そういうことはなくなると思うのですけど、いずれ、そういう

感じにされていくのであれば、できるだけ早い段階で言っていただい

たほうがいいと思うので、すごい細かいことなのですけど、時間とお

金がやっぱり違ってきますよ、今までとはっていうところは、皆さん

きっと気にされるところではあると思うので、そういう話ができるよ

うなときがもしあるのであれば、それは、恐らく、もう４月になるま

でに、お話を多分されていたほうがいいのではないかなと。 

（ 市 ） ありがとうございます。 

（法 人） この三者協議会の設置及び運営に関する基準にもありましたよう

に、５年間は、一応、もう変えないつもりでいるのですけれども、

当然、前回も言ったのですけど、保護者の皆さま方から、声が上が

ってといった場合は、もう全部、案件として三者協議会で全部決め

てから取り入れたいと、あるいは、ここに書いていますけれども、

できるだけ費用負担というのは、無いような方向では行きたいので

すけれども、当然、発生する場合っていうのが、この経済的なこと
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ですので、事前に、しっかりと情報提供した上で、十分に説明した

上でというふうに考えております。 

      ただ、５年間、引き継ぐということで、基本的には、天王福祉会

で、三十何年間やってきたとはいえ、押しつけるつもりは、全くあ

りませんので、やっぱり基本的には、子どものことを考えれば、今

の体制でいこうというふうに考えています。 

      そういったことで、今のお話にもありましたような、そういう細

かいことも含めまして、この三者協議会で出していただければ、ど

んどんお話ししていきたいと、それに対して、答えていきたいなと

いうように思っておりますので、よろしくお願いします。 

（保護者） あと、保護者会からなのですけど、一応、土曜日とか、参加でき

ない方がいらっしゃると思うのですけど、もし、何か、聞きたいこ

とがあれば、民営化のポストの方に、何か、ご意見いただいていけ

ば、こちらの方でも確認させていただきますので、随時、そちらの

方も活用してください。 

（ 市 ） 三者協議会の基準の４ページ「８ その他」の留意事項の２段落

目なのですけど、協定期間後の変化を考慮して、できる限り、今後

発生するであろう、児童に提供するサービスの費用負担ということ

については、三者協議の設置当初から例示をしていただいて、保護

者に、十分に説明をしていただくということにはしておりますので、

５年間、基本は、継続していただくとしておりますけど、５年後に

は、もしかしたら、こういう導入があるかも知れないというような

ところも、しっかりと説明をさせていただきながら、例示をさせて

いただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

（保護者） 民営化されて、保育所そのものの名称が変わるのは、よくあるの

ですけど、今も提示していただいたのですが、クラス、それぞれの

クラスについては、どうお考えかということについてお願いします。 

（法 人） そこまで深く、まだ、体制づくりした中での話し合いというのは、

持っていないのですけれども、やっぱり、子どもたちのことが、最

優先ですので、今のところクラス名を変えてという考えはないです。 

（保護者） 一応、補足説明をさせていただくと、夢組から太陽までで、１つ

の意味を持っての、多分、運動会のときに、ご存じだと思います。 

なので、大体、皆さん、毎年、卒業アルバムをつくるときに、最後

に、その詩集を載せて子どもたちに渡しているのです。 

それは、年長組のアルバム委員というのが、保護者で選定されて、
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作っていくのですけれども、大体、最終ページに、その詩集を載せて

皆さんに１冊ずつお渡しするというのを通年やっているので、もし、

そのクラスを変えなくてもいいというお考えがあるのだったら、その

方が、きっと子どもたちにとったら、うれしいのではないかな、特に、

今いる子どもたちにとったら、うれしいのではないかなと思うので、

よろしくお願いいたします。 

（法 人） 分かりました。 

（ 市 ） 保護者の方が、今の名称を、そのまま使用していただきたいとい

う思いがあるのですね。 

（法 人） 一連のつながった話になっていますので、非常にいいと思います。 

（保護者） どちらかというとその方が。 

（法 人） それは、運動会で、その話を聞いて、感動しました。 

（ 市 ） 他に、何か、ございますでしょうか。 

（保護者） 合同保育の実施時間についてなのですけれども、午前９時から午

後５時までとここに書いているのですが、個人的なあれで申し訳な

いのですが、８時から６時半まで預けているので、迎えの時間に、

先生に会える機会がないというのがありまして、場合によって、朝

の時間が、今でしたら、週に２回ぐらいは、担任の先生にお会いで

きて、細かい日ごろの様子だとかをお話しいただけて、すごくあり

がたいので、もし、そういうことができるのであれば、週に１回だ

けでも、朝でも夕方でも。 

（法 人） そうですね。 

（ 市 ） 合同保育の実施時間等のところで、ちょっと説明を飛ばしてしま

っているのですけど、①のところで、一応、基本的には、９時から

５時の7.25時間というふうな形で書かせていただいているのですけ

れども、状況によって、開所時間、閉所する時間までの 7.25 時間、

閉所から遡って 7.25 時間、開所から 7.25 時間というところですが、

門の開けるところから、門の閉めるところまでを、一度、しっかり

と見ていただく必要がありますので、そこは対応させていただきた

いと思います。 

（法 人） 法人としましても、１月から３月までの合同保育で、保育園から

先生が来て、その受け持っているクラスの子どもの保護者に、一度

も顔を合わせたことがないというようなことは、絶対、避けますし、

当然のことなのですけど、それは、もう必ず、皆さん適宜、時間を

合わせて、面談といいますか、顔を合わせてもらって、実際、保護

者の方にも評価いただくというか、見ていただくという形には、必
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ずさせていただきますので、それは、ちょっと安心していただいて

いいかなと思います。 

（ 市 ） 下穂積でもそうなのですが、まず、１月から合同保育が始まりま

して、初めは、やっぱり新しい保育所に来て、新しい子どもたちと

接するということでは、まず、ちょっと固定で、大体、この９時か

ら５時で、まず、１か月ぐらいは、子どもたちに慣れたり、ここの

施設にも慣れたりというところでは、その後、中津でも早出、今、

言いましたように、朝一番、早くから７時から８時までということ

では、早出の職員、それから、ラストの職員があるのですけども、

その変則勤務の方も、下穂積のときに、下穂積の職員と一緒に、２

人で組んで、早出の仕事を経験して、朝は、こういうふうな仕事を

して子どもたちを受け入れます。 

こういう形で進めていきますよということを経験してもらうこと

と、あとは、ラストの仕事で、遅く出勤してきて、最後まで残ってい

ただいて、最後の子どもが帰られるまでを見守ってもらって、大体、

こういう雰囲気でやっていますよとか、こういう仕事がありますよっ

てことも、一通りは、合同保育に来ていただく先生全員に、経験して

いただきました。 

      また、３月になってきますと、合同保育で来られる先生以外にも、

やはり順次、採用が決まった先生方も、もし、都合が付くようでし

たら、こちらの方に来ていただいて、４月が始まる以前に、ちょっ

とずつでも、子どもたちと顔を合わせたり、保護者の方と顔を合わ

せて慣れる機会ということも作っていただいていました。 

（ 市 ） よろしいでしょうか。 

（保護者） はい、ありがとうございます。 

（ 市 ） 他には。 

（保護者） 少し細かいことになるのですが、天王保育園の先生方の服装とい

いますか、日中の服装というのは、中津では、今、先生方は同じ服

を着てらっしゃるのですけど、そういう規定の服装っていうのは、

ありますでしょうか。 

ここが民営化された場合、先生方は、どういう服装なのかなと、保

護者の方か、先生か、分からないっていうことがあると思いますので。 

（法 人） そうですね、普段は、お揃いのジャージっていうのもあるのです。 

それは、行事のときとか、園外保育に出かけるとか、この先生なの

だよということが、子どもたちからも、よく分かるように、揃いのジ

ャージを着ているのですけれども、普段は、もう統一されていないジ
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ャージ姿でおります。 

      あと、乳児クラスは、子どもたちの感染予防という意味でも、エ

プロンを付けておりますし、あと、職員も、必ず名札を付けて、身

分が分かるようにということでは、対応させていただいております。 

（保護者） 今、中津保育所は、玄関先に、各クラスの先生の写真と名前と、

ジャージを着ていても、なかなか名前まで読み取れないということ

とかがあるので、できたら天王福祉会も、次年度以降、玄関に、そ

うやって、各クラスの先生と、お名前入りで提示しといていただけ

ると、保護者は分かりやすいかなと思うので、していただければと

思います。 

（法 人） 分かりました。 

私たちも、一日も早く覚えていただきたいので、そのようにしてい

きたいと思います。 

（法 人） 現在も、天王保育園でもやっていますので、そういうふうにさせ

ていただきます。 

（保護者） そうですか。 

（法 人） やっぱり、担任が変わっていきますので、クラス、全職員、張り

出ししています。 

（保護者） そうしていただけると。 

（法 人） はい。 

（保護者） 今の話の続きですけど、今の中津では、先生が同じ色のシャツを

着ているので、もう、その色の人を見たら先生という感じで、みん

な分かるのですけど、親も先生って、名前は、例えば、後ろ姿でも

先生だっていうのは、すぐ分かるのですけど、やっぱり、それが色

んな白だったり、ブルーだったり、ピンクだったり、色んな格好を

されていると、中には親御さんと間違えたりとか、やっぱりできれ

ば、本当は、慣れるまでは、そういう一律、特に、今は、こうやっ

て切り替わりの時期だけでも、子どもからしてみたら、なかなか覚

えられない。 

多分、自分のクラスの先生も覚えるのが、ちょっとあれかも知れな

いので、そういう意味では、ちょっと切りかえの時期だけでも、やっ

ぱり、そういうふうに、例えばですけど、先生全員が白を着るとか、

何か、そういう感じに、もししてもらえるのであれば。 

（法 人） 制服といいますか、そういう職員の保育所の先生の、その統一で

すね、それは、ちょっと前向きに検討したいと思います。 

それは、決して難しい話でもありませんので、できるとは思います。
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ちょっと検討させていただいて。 

（保護者） 決して、支給品のものだけじゃなくてもいいと思うのです。 

全体的に白とか、全員、白とかにしてもらったら。 

（法 人） そうですね。 

（保護者） それこそ、経費負担とか、発生させるつもりはないので、大体、

統一した形でしてもらえれば。 

（法 人） それだったら、容易でいけるとは思います。 

（ 市 ） その他に、いかがでしょうか。 

（保護者） ４月から、うちは、もう、あと１年なのですけど、何か、さっき、

音楽の専門の先生とか、体育の専門の先生方も来て、そういうこと

をやられる予定とかってあるのですか。 

（法 人） 今日、ちょっと、天王保育園のご紹介をさせていただいたので、「あ

んなことを押しつけられるのではないかな」って思われたのではな

いかなと思うのですけれども、決して、そういう訳ではなくて、天

王保育園自体を、まだ、よくご理解いただけてないかなと思ったの

で、今の取り組みをご紹介させてもらったのですけれども、こちら

で、私たちが、今やっている取り組みを、すぐに「年長になったか

ら、はい、太鼓をやろうね」とかということで、取り入れるつもり

ではないです。 

      ただ、先ほどから何度もありますけれども、保護者の方が、せっ

かく天王でそういったことをやってきたのだったら、中津でも、そ

ういった取り組みを、将来的には、入れていったらどうなのだろう

という声が、皆さん方の方からあるようでしたら、また、それは、

十分に考えられるかなというふうには思っています。 

ただ、４月から、すぐに音楽の先生が来てとか、体育の先生が来て

ということではないです。 

（保護者） お泊り保育とかも、今、何か。 

（法 人） 保護者会の方で、お泊まり保育はされているのですよね。 

（保護者） 何年か前まではあったのですけど、ここで泊まれないというので、

無くなっているのです。今は、デイキャンプみたいなのをしている

のですけど、その辺も、もし、可能なのだったら、ちょっとお話し

合いとかで。 

（法 人） もちろん、三者協議会等で出していただいて、是非、やってくれ

というのであれば、基本的に、お泊まり保育する場所の確保は、ま

ずできますので、色んな事業をしていますので、そういったところ

で、茨木の泉原というところで、先ほど、写真でお見せしたように、
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鮎をつかんだりだとか、キャンプファイヤーをやったりだとかいう

のは、今年もやっていますし、中津の保護者の方から声が上がれば、

それもずっと天王保育園として、三十何年間やってきたことですか

ら、導入は簡単だと思います。 

      それで、その導入になったときは、当然、安全に行えるというふ

うには思っております。 

（ 市 ） 少しだけ補足をさせていただきたいと思います。 

      実は、そういう充実の内容とかを協議の案件としないでおきまし

ょうという、今の民営化している保育園があります。 

それは何故かと言うと、保護者の方から、やっぱり色んな意見がで

てくるのです。 

「充実してもいいよ」っていう保護者の方もいらっしゃったり、い

や、やっぱり継続してほしいという保護者の方もいらっしゃるのです。 

それが、逆に、要望というふうな形でなってしまいますと、保護者

同士の意見のぶつかり合いになってきて、今度は、保護者同士の方が

ギクシャクしてしまう恐れが出てくるのです。 

      だから、そこは、少し慎重に、まず、継続性というところを重視

していただいて、少し、保護者の方でも、ほとんどの方がそういう

ご意見だと、保護者会の総意として、そういうご意見だということ

になれば、そういうことも実施は可能かなというふうには思うので

すけれども、そういう意味で三者協議会の設置基準に、少数の児童

の方が、保育内容の継続ができないというふうになることは、少し

考慮、ご留意、注意していくださいというような意味で、三者の基

準に記載しておりますので、その辺は、また少し、ご理解をいただ

けたらなというふうには思いますので、よろしくお願いします。 

（保護者） 今、おっしゃってたことにつながるのですけど、充実っていうこ

とと、実際に、どうしても費用負担という部分というのは、切り離

せない部分があると思うのですけれども、例えば、英語の先生がい

らっしゃる、音楽の先生がいらっしゃるという環境が変わることで、

費用が全くかからないものと、かかるものというのがあると思うの

ですけど、変更することにおいて、保護者会が、みんなで希望した

ら変えられるという部分でも、「じゃあ、保護者の同意があったので、

ここを変えましょうか。でも幾らかかりますよ」というのが、後か

ら出てくるということがあると思うのです。 

      なので、こういうことは変えられますけど、これは、幾ら、実際

は掛かります。 
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今までは、こういうのが実際に掛かっています。 

こういうことは、変えることも、今後できるけれども、これは掛か

りませんとか、そういうのが事前に分かれば、ツアーのオプションじ

ゃないですけど、幾らでできるもの、変えないとできないもの、そう

いうのが事前に、それこそリストでもあれば、一番いいですけど、分

かりやすければ分かりやすいほど、保護者が希望を出すにしても、丸

できるぐらいに分かりやすく、選んでできるぐらいに分かりやすけれ

ば、すごいありがたいなと思います。 

（法 人） もちろん、そういう情報提供っていうのは、必ず、事前にやると

いうのは大前提で、後出しの、そういう話は、絶対ないということ

は、先ほどからも話が出ていますので、そういう方向で。 

（保護者） いつ頃から分かるのだろうっていうのも気になっているのです。 

（法 人） その費用に関してなのですけど、今、ちょっと違ったらごめんな

さい。 

分からないですけど、一応、うちの特別なカリキュラムの中で、ス

イミング指導のみだけ、保護者の方に 2,100 円、徴収させてもらって

いるのです。 

あとの英会話指導であったり、音楽指導、体育指導っていうのに関

しては、別途、保護者の方からの徴収はしてない。 

現在のところ、一切、徴収はしていませんので、保育の中に入って

いるということになっていますので、料金の発生は、そのプール指導

だけになっております。 

（保護者） じゃあ、料金を変えずに、ここは変えられますよという部分は。 

（法 人） 今、言いました英会話とか、音楽、体育です。 

（保護者） それを目で見て分かる形にしていただいたら。 

（ 市 ） 法人のパンフレットは、所長、何部か、ありますか。 

（ 市 ） はい、あります。 

（ 市 ） もし、ご希望されるのでしたら、言っていただいたら、お渡しさ

せていただきます。それか、一覧の方がいいですかね。 

（保護者） みんな家でも見られるぐらいの物の方が、あと、今との比較もで

きやすい方がいいかなと思うのですけど、新しく入園するっていう

のとは、ちょっと違うので。 

（法 人） そうしましたたら、主な内容という形で。 

（法 人） いわゆる指導というか、カリキュラムというか、そういったこと

を羅列しまして、そこで無料であるものという形で書けばいいです

よね。次回までに用意させていただくことという形で。 
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（保護者） それで、例えばなのですけど、前回も、ちょっと、私も提案させ

てもらったのですけど、恐らく、こういったのはしてみたいなとか、

そういうのは、親としては色々あると思うのです。 

それで、今、おっしゃってくださったように、それに対して、料金

が幾ら掛かるのかというのが分からないので、言っていただいたよう

に、そうやってリストを作っていただくのは、作っていただきたいの

ですけど、やっぱり、今後、一応、基本的には、継続、前やっていた

保育を継続するじゃないですか。 

もし、いらっしゃっていない保護者の方にも分かりやすいように、

例えば、今後、もし天王さんでやっている、こういった取り組みを仮

にしていくとしたら、これだったらしてもいいと思うものに、例えば、

「該当するものに丸をしてください」とか、そういったアンケート形

式とかで、全戸配布してもらえると、きっと皆さん見てくれるのでは

ないかなっていうふうに思うのですけど、多分リストだけ書いたとこ

ろで、「じゃあ、いつ始めるの」とか、そういったことになると思う

ので。 

（法 人） そのアンケートを、もし、仮に用意したとして、それは、保護者

会でまとめて、それで、保護者会の意見と総意として、ＡＢＣのう

ち、Ｂをやっていただけないかということでご提案いただくことに

なるのですか。 

（保護者） それも、後から言えるかなと思うので。 

（法 人） 法人からした方がいいですか、保護者会で出してもらった方がい

いかなとは思います。 

（保護者） 保護者会の方でまとめるので、できたらリストを、その丸ができ

るような形式みたいなのを。 

（法 人） そうですね、リストですね。分かりました。 

それはできます、次回までに。 

（保護者） そこまで急がなくても、いいのかも知れないですけど。 

（ 市 ） まずは、継続して、安定させる。そんなに焦らずに。 

（法 人） そうですね。 

（法 人） そういったことをお願いすることによって、やっぱり、こうやっ

て押しつけてきているのではないのっていうのを、お考えになられ

るとちょっと。 

（保護者） なので、多分、今すぐにというよりは、逆に、もうちょっと、合

同保育とかもしてきてからとかでもいいと思うのです。 

だから、今後、こういったことをしていくというふうに、お互い寄
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り沿いながら、進めた方がいいと思うので、来月とかというよりは、

逆に、もうちょっと後から、落ちついてから、三者協議会も、何回か

して、お互いに分かり合えるようになってきてから、そういったこと

をした方がいいのかなというふうには思います。 

（法 人） 合同保育の中で、次年度の年間行事についても、色々と教わって、

こういった部分ではということで、今年の反省であったりとか、今

後の展開についてもお伺いしながら、決して、天王のカラーをとい

うことではないので、その中で。 

（保護者） その中で、そちらの方が、これだったら取り入れても、子どもた

ちに負担なくできるのではないかなというのを思われるのでしたら、

そういったのをリストにして、例えば、料金が掛かるなら、料金が

掛かるで、括弧で入れてもらって、それをアンケート様式にしとい

てもらえると、最終的に、そのときには、保護者会で取りまとめま

すので、「この辺だったらしてみたいなと思っておられます」とか

っていうふうな、総意で言えると思うので、まあ、３月、春ぐらい

を目安に。 

（法 人） そういうのは、先ほど出た、お泊まり保育とか、そういうことに

関しても全部そうですよね。 

（保護者） そうですね。 

（法 人） はい、分かりました。 

（保護者） 継続が基本ということなので、アンケートとって、何も取り入れ

ないっていう結果も可能性としてはあるので。 

（法 人） はい、そうですね、分かりました。 

（ 市 ） あと、４月、５月、６月っていうのが、すごく、やっぱり公立で

運営していても、新しい子どもたちが入ってきて、その時期は、ど

うしても混乱する時期なのです。 

やっぱり、そこは、少し混乱するので、しっかりと継続していただ

くということが、まず、必要だというふうに思います。 

      ある程度、半年ぐらいして、来年度の実施に向けて、少し協議し

ましょうということになれば、そういうことも必要になってくるか

なというふうに思います。 

（保護者） だから、アンケートのタイミングは、もっともっと後で、今、本

当に、１か月とか、２か月の話じゃなくていいと思うので、今後、

してもらえたらということで。 

（ 市 ） その辺は、保護者の方とも、法人の方とも一緒に、市も合わせて

密に連絡をとり合いながら、させていただきたいというふうに思い
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ますので、よろしくお願いします。 

（保護者） 食事のことなのですけど、基本的、合同保育もあるので、そんな

にガラッと変わることはないとは思いますけど、給食のメニューで

あったりだとか、それから延長保育のときのおやつというか、おせ

んべいとかですけれど、そういう内容であるとか、あと、お誕生会

のときに、今は、ケーキが出ていますけど、ケーキが、例えば、天

王保育園に、もともと無いのであれば、じゃあ、例えば、何年間ぐ

らいは無いとか、あるとか、そのような話だったりとか、費用は、

どうするとか、色んな話も、もしかしたら今後、出てくるのかも知

れないのですけど、基本的には、今いる子どもにしてみたら、前と、

できるだけ変わらない同じ状態でというのでいきたいと思うので、

だから細かいことですけど、お誕生会も同じような感じでという方

がいいと思いますし、ケーキも、もし、無いというのであれば、今

はあった方がいいと思います。 

      本当に、もう本格的に、５年経ちました。 

じゃあ、変えます、ここで初めて、天王保育園のカラーを出すので

すというのであれば、それは、また、別の話なのですけど、やっぱり、

そういう、ある程度、移行期間という意味の中では、やっぱり、でき

るだけ今の、給食もそうですけど、何か、急に豪華になったとかいう

ふうに、時々、やっぱり、子どもも、そういうふうに感じたりとかも、

私立の保育園の場合は、食事は、豪華やねというイメージがある、親

御さんも結構いらっしゃって、そこに「やっぱり食育に力を入れてい

るからです」とか、「やっぱり公立とは違ってお金の使い方が違いま

す」とかいうふうに言われる保育園もあったりもするので、だから、

できるだけ、そういう毎日、子どもが口にするものなので、できるだ

け、そういうところも同じような感じにしてもらっていた方がいいか

なというふうには思います。 

（法 人） 給食費は、まず、うち天王保育園の場合は保護者の方から 2,000

円、徴収していますので、まず、その金額から、全然、違いますの

で、同じものっていうのは、正直できないと思っていますので、今

ある調理師に関しても、こちらにいて働いている人が、残ってもら

えるように、話はさせてもらっていますので、基本的には、もう変

わらないようにさせてもらうつもりです。 

（ 市 ） 今と同じものというのは、天王保育園と同じものを提供するとい

うことは、少し難しい。だから、ここをまず、継続していただくと

いうことですよね。 
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（保護者） じゃあ、急に豪華になったとか、それはない。 

（法 人） それはないです。 

（ 市 ） 実は、天王福祉会からもご提案いただいているのは、栄養士の引

き継ぎというのは、基本的にないのですが、そこは、引き継ぎをさ

せていただくということにしています。 

去年も、そういう献立表、公立の献立表もお渡しをさせていただい

ていますので、その辺は、しっかりと伝えていきたいなというふうに

思っていますので、よろしくお願いします。 

（保護者） 私立の保育園とかは、もう、自分で毎日のご飯は、自分でよそっ

ているのですってところもあったりするのですね。 

天王さんが、どうか分からないですけど、自分の食べる分だけを入

れましょうっていうふうに、そういうような保育園とかもあったりと

かもしたので、だから、そういう感じに、例えば、将来的にはなって

いくのかなというふうに、細かいことですけど、そこに、いつもふり

かけが置いてあって、ふりかけも好きなようにかけて食べているとい

う子がいたので、だから、それもいいのか、悪いのか、ちょっとあれ

ですけど、そういうようなことだったりとか、さっき言った、お誕生

会のときに、いつもより豪華なメニューになるのですとか、それから

ケーキも、必ず立派なケーキがあるのですとかっていうようなことも、

基本的には、今のスタイルで、こちらとしては、別に構わないので、

そういうところもできれば、少なくとも、そういう移行期間のところ

は、そういうふうにしていただけたらいいかなというふうに思います。 

      延長保育も、何か、やっぱり「園の方針なので」と言って、出さ

ない保育園もあったりだとか、やっぱり「アレルギーとか、色々と

あったら困りますから、うちは何も出しません」とかって、６時半

過ぎても出しませんという保育園もあったりするので、それは、中

津とか、公立に入れているときに、延長保育イコールおやつがある

のだということを頭に入れて、何とか 7 時までというふうに思って

いるお母さんもたくさんおられるので、そういうところもできるだ

け引き継いでいっていただければなというふうに思います。 

（ 市 ） 運動会のときに、来ていただいて、見ていただいたのですけど、

実は、運動会のとき、公立は、基本的に、給食提供ですということ

もしっかりと、外の演技も見ていただきながら、中の保育というの

もご案内をさせていただいて、見ていただいています。 

      それでも、保護者の方が、連れて帰られる、「要らないです」とい

うのを、事前に、聞いてというところもしっかりと見ていただいて
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いますので、その辺は、しっかりと引き継いでいきたいと思います。 

（保護者） 保護者会なのですけれども、来年度の保護者会は、存続というこ

とで、前回、お話を聞いたのですけれども、予算の部分で、何か、

変更があるのではないかなと、若干、思っているのですけれども、

例えば、夕涼み会とかは、現状は、保護者会が主催として行ってい

るのですけれども、前回、お聞きしたときは、天王保育園は、保育

園側と保護者会側、共催でやっているということだったので、もし、

今後、そういうふうなことになるのであれば、こちらの予算の方と

かも、ちょっと相談させていただかないと、来年度、予算を組めな

いのではないかなと思っているので、そこら辺、どういうふうに詰

めさせてもらったらいいのかなと思うのですが。 

（法 人） 実際、その金額が、どれぐらい掛かっているかという、まだ、ち

ょっと分からないので、その辺の話。 

（保護者） そうですね、こっちから、今までの、一応、予算とかをお渡しし

て。 

（法 人） そうですね、見せていただいて。 

（保護者） こういうのに費用が掛かっているというのを、提示させてもらっ

た方がいいですか。 

（法 人） そうですね、はい。 

（保護者） 分かりました。 

（法 人） 次年度の予算組みは、何月ぐらいにされていますか、もう来年の

３月ぐらいまでには決定していますか。 

（保護者） そこまでには、決定しています。 

（法 人） 総会は。 

（保護者） 総会は、４月なのですけど。 

（法 人） １月、２月には、予算組みという感じですかね。 

（保護者） 多分、年度末までには、次回の役員も決定して、一応、流れ的に

は、12 月に入ると、役員希望を募るのです。 

新役員を募って、１月末には、もう、その役員で、次年度、やって

もらいますというのを決定しています。 

それで、２月ぐらいになってくると、今度、保護者会の総会資料と

かを作りますので、予算もできるだけ早い方がいいというのは、役員

会としては思うのですけど、今、ちょっと私もそこまで頭が回ってい

なくて、会計していただいている方からの話だったので。 

（法 人） そうですよね。 

（保護者） 確かに、ちょっと、そのなるべく早い段階で、すり合わせさせて
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もらった方が、会計の中に、布団乾燥代とか、その辺も入っていた

り、だから、何に使われているというのは、把握してもらった上で、

確かに、予算のことを組まないといけないです。 

（法 人） そういったことの情報提供はできます。 

（ 市 ） 済みません。基本的には、今の継続ですので、夕涼み会も、お泊

まり保育もそうなのですけど、保護者会主催という方が、まずは、

いいかなというふうに思っています。 

      これまでの鮎川と下穂積でも、そういうお話もいただいています

けれども、まずは、１年間、継続していただき、しっかりと引き継

いでいただくということに力を入れていただき、その後に、確かに、

夕涼み会などでは、法人のノウハウもあって、もう少し、出し物が

できるとか、そういうところもメリットとしてはあるのですけども、

まずは、継続していただこうということもありますし、その夕涼み

会を、じゃあ、今まで保護者会主催でやっていたけれども、それを

法人と共催でやりましょうと、やっていただくのが、いいという保

護者の皆さんの総意があるのであれば、そういうご提案をいただけ

れば、ありがたいなというふうには思うですけれども。 

（保護者） 夕涼み会は、恐らく保護者会が主催になると思うのです。 

１年間というか、初めのことなので、布団乾燥とか、その辺もある

ので、そうやって業者さんが変わるのだった値段も変わるし、そうす

ると徴収額も変わってくるので、やっぱり、早急に、予算案を立てる

際には、その辺のすり合わせをしておかないといけないのではないか

なというふうには思ったのです。 

（ 市 ） 例えば、保護者会から布団乾燥については、この業者さんに入っ

てもらいますのでというのを、そのまま引き継いでいただく形にな

ります。 

（保護者） 基本的には、そんなに変わらないというふうに思っていたらいい

ですね。 

（ 市 ） そうです。原則はそういう形で。 

      ただ、前もご説明したのですけど、公立も異動があって、保育士

が異動になって、次の来た保育士に保育内容とか、もちろん伝えま

すし、引き継ぎもするのですけど、保育士が、それぞれ子どもたち

に伝える内容など、保育士が変わりましたら、伝え方、方法などに

ついては変わりますので、その辺は、少しご理解をいただければと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。 

（保護者） この保護者会で、年間、どういうことをやっているかだとか、費
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用の面とかも含めて、一度、お話させていただいた方がいいですよ

ね。 

（法 人） そうですね。 

（法 人） 全て引き継ぐにしても、何を引き継ぐのかというのが、細部にわ

たって、ちょっと確認したいですので、特に、お金が絡むことです

ので、お願いしたいと思います。 

（保護者） はい。ちょっと、こちらは早急にしたいと思います。 

（保護者） 済みません。５年間のそういう、一応、移行期間というか、５年

間、変えませんという形に一応なっていますけど、他の民営化され

たところは、３年目ぐらいからとか、２年目ぐらいから、じわじわ

実は変わってきていますというのも、色々と聞いたりとかもするの

ですけど、そこは、もちろん保護者の総意があってというのが、前

提なので、そこの部分はいいのですけど、一番、皆さんが気にする

のは、お金の部分というのは、最初は変わらないと言っていたけど、

３年目ぐらいになったら、私立なので、最後に、卒園のときに先生

に何とか、先生にプレゼントみたいなそういうのがありますとか、

そういうのをしましょうってなって、そうすると、じゃあ１人当た

り幾らですとかなって、要するに、今までとは、ちょっと違った感

じには、少しずつなってくるのですよね。 

      あと１年とかっていうような感じのお子さんとか、２年とかだっ

たらば、「ちょっと」というふうにも思うこともあるでしょうし、例

えば、それが、もう４年間とか、５年間、ここに新しくという形で

あれば、それは仕方がないなというふうに思われる親御さんが多い

と思うのですけど、そういった意味でも、お金を、例えば、最初１

年間はとりあえずという形、だけど、そこからは、結局、一応、５

年と書いてあるけど、でも、やっぱり色んなところを、もちろん良

いところもあるので、色々やった結果的に、色々と変わっちゃった

よというような声もよく聞くので、３年たったら、もう完全に変わ

ったわというような話も、実際、他の民営化されたところでも聞い

たりもするので、だから、特に、そういう、そうなるとやっぱり最

初の４、５年ぐらいは、やっぱり協議会というか、そういう保護者

との話し合いも多くなってくると思うのですけど、できるだけ、そ

ういうところに、例えば、どこまで市の方は、入ってこられるのか、

「いや、もう移管したので、もうしません」という形になるのか、

その辺も、結局、もう最終的には、保護者会と天王さんという形に

なってしまうのか、「いや、ここぐらいのところまでは、市として入
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りますよ」っていう感じになるのか、その辺はどういうふうに。 

（ 市 ） 今までの三者協議の継続の期間というか、５年間、基本、継続な

のです。 

「もう来なくていいです」って言われたところもあると認識してい

ます。 

大体、１年程度ぐらいで、三者協議というのは、案件があれば開催

しましょうという形になることが多いのが現状です。 

      もちろん、１年過ぎてやったところもありますし、一旦、もう案

件が、とりあえず収まったので、一旦、休止します。 

それから保育園の建替がありましたので、もう一度、再開したとい

うところもあります。 

      費用負担についても、原則、５年間は、変更しないということで

して、１か所、新たな費用負担をいただいたというところがあるの

ですけれども、それは、何かというと、今、延長保育は７時までで

す。 

それを８時までにする場合、これは、保護者の方のご負担で、そう

いうニーズもあって、８時までしています。 

それで、利用される方だけの費用負担ということになりますが、こ

こは認めてあげてほしいなというのは、保護者会にもお願いをさせて

いただいているところです。 

      あと、市が、どこまで関与するかというお話なのですけど、５年

間、もちろん三者のいずれかが、手を挙げた場合は、三者協議会を

開催することができますし、５年経過後も、実は、保育所の認可権

限を、市がいただいているので、保育所の認可権限は、元々、大阪

府の権限なのですけども、市にその権限をいただいています。 

今度からは、新しい新制度が実施されると、市が認可するという形

になるのですけれども、そこの部分で、認可をいただくことになりま

すと、指導監査というのがセットになってついてきます。 

その施設に立ち入るというのは、今も、行っていますので、そこの

部分では、全く関与しないということではなくて、５年間の協定期間

終了後も関与することになります。 

基本的には、５年間の協定期間終了後は、三者協議会の開催もあり

ませんし、もちろん、費用負担も、その時点から発生することもあり

ますし、制服の導入もしようと思えばできることになります。 

ただ、それまでに「この５年後には、制服導入ありますよ」、「費用

負担がありますよ」というのを、事前に、十分に説明してくださいと
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いうのは、お願いをしています。 

５年過ぎたからといって、市が全く関与しないのではなくて、そう

いう形で、しっかりと保育内容でありますとか、そういうところにつ

いては、法人にもご協力をいただきながら、「こういうところはこう

改善してください」という部分があったり、「今この保育園は、しっ

かりと運営されているので大丈夫ですよ」ということになってきて、

そういう部分では、ずっと関与は続くという形になりますので、ご理

解いただければと思います。 

（保護者） 何か、最初は良かったのだけど、３年目ぐらいになったら、何か、

じわじわと言われてきて、体操着を買う羽目になったとかいう話を

聞いたりとか、最初、お金の掛かるのが、ちょっとあれなのでとい

うふうに言って、最初の１年目は、とにかく全く一緒だったけど、

２年目、３年目っていったら、「あれはどうですか、これはどうで

すか、あと３年使うのだから」とかって、色んな言い方をされて、

結局、スモッグを買ったり、バックを買ったりとかっていうような、

そういうのも聞いたりとかもしたので、例えば、そういう感じにな

るのであれば、いっそのこと、例えば、「５年間は、もう制服はな

いです」とか、例えばですけど、もう「バックは、何でもいいです」

とか、何か、今、そういう形に、はっきり事前に、決めといてもら

った方が、ある程度、皆さん覚悟はできると思うのですけど、最初、

変えないって言っていたけど、２年目になって、３年目になって、

じわじわと、あれを変えましょう、これを買わないといけないみた

いな雰囲気になってきたみたいな感じが、一番、きっとみんな、モ

ヤモヤとする部分だと思うので、そういったところも、事前に、決

めることができるのであれば、決めてもらえればなというふうに思

います。 

（ 市 ） 基本、保護者負担は発生しないというのが、５年間は基本になっ

てきます。 

だから、保護者の方から、例えば、何か提案があって、「そこをし

てください。この費用負担の発生は、オーケーです」ということにな

れば、費用負担が発生するということがあります。 

でも、基本は、無というのが、この運営の基準にも書かせていただ

いていますので、そこが基本になります。 

      １つだけ、実は、〇〇〇保育園で、三者協議会が、一旦、休止し

ていたのですけど、建替で再開しました。 

      そのときに、実は、５歳の子どもたちに対して、園外保育をした
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い。 

公共交通機関を利用して、そういう交通のマナーであるとかという

ものを、子どもたちに教えてあげながら、そういうのを進めたいとい

うことで、バス代が、多分、100 円くらいだったと思うのですけど、

その保護者負担をお願いしたいと、三者協議会で協議しました。 

それは、合意が得られて、変更になりました。 

      基本は、無というふうにしていますので、大きな変更はないとは

思うのですけれども、もし変更になるとなったら、間違いなく、こ

の協議会の中で協議していただいて、ご説明させていただくことに

なりますので、ご安心していただけたらと思います。 

（保護者） 済みません。ちょっと話が盛り上がっているところで、大変、申

し訳ないのですけど、この後、役員会を予定しておりまして。 

（ 市 ） そうですね、どうしても、何か、ご質問があるという方、いらっ

しゃいますか、もう少し、ご質問されたいなという方は。 

（保護者） 特になし。 

（ 市 ） それでは、時間も１時間半ということを、まず、基本としていま

すので、少し、オーバーしておりますが、一旦、ここで閉めさせて

いただいて、また、各個人の方で、ご質問ある方は、個別に対応さ

せていただきたいというふうに思います。 

      これまでの質問等にもございましたように、移管先の条件の履行

でありますとか、それから保育内容の変更・充実、こういった部分

につきましては、この三者協議会の目的の大きなものでもございま

すので、市としても、しっかりと確認をして進めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

      それから、法人におきましても、保護者の皆さまの様々なご意向

がございますので、十分に把握していただくとともに、今後におけ

る保育内容の引き継ぎにおいても、円滑に実施していただきますよ

うに、ご協力をお願いしたいというふうに思います。 

      それでは、次回の三者協議会ですけれども、保護者会の役員の方

とまた調整をさせていただいて、ご報告、ご連絡させてもらいたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

      それでは、本日は長時間にわたりまして、ご議論いただきまして、

本当にありがとうございました。 

      これをもちまして三者協議会を終了したいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 


